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本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
マ
ル
ク
ス

の
哲
学
思
想
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
序

章
」
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
マ
ル
ク
ス
は
、

資
本
主
義
社
会
の
経
済
法
則
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
…
…
社
会
運
動
の
発
展
の
必
然

性
や
、
資
本
主
義
経
済
の
法
的
規
制
の
必
然

性
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
労
働
者
階
級
の

人
間
的
発
達
の
必
然
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾

と
、
そ
の
変
革
の
可
能
性
を
論
じ
た
」。「
マ

ル
ク
ス
の
こ
の
よ
う
な
研
究
の
基
礎
に
は
、

明
確
な
哲
学
思
想
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
実

を
リ
ア
ル
に
分
析
し
て
、
そ
の
中
に
含
ま
れ

る
矛
盾
を
と
ら
え
、
そ
の
矛
盾
を
原
動
力
と

し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展
す
る
社
会
の
姿

を
と
ら
え
る
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
が
マ
ル
ク

ス
の
唯
物
論
的
な
弁
証
法
で
あ
る
」。
本
書

は
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
⑴
マ
ル
ク
ス

独
自
の
「
新
し
い
唯
物
論
」、
⑵
そ
れ
を
も

と
に
し
た
「
史
的
唯
物
論
」、
⑶
『
資
本
論
』

に
活
か
さ
れ
た
唯
物
論
的
弁
証
法
、
⑷
『
資

本
論
』
に
お
け
る
人
間
と
社
会
に
か
か
わ
る

哲
学
的
諸
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
以
下
、
マ

ル
ク
ス
の
主
に
経
済
学
に
学
ん
で
き
た
評
者

が
、
強
く
関
心
を
引
か
れ
た
論
点
を
中
心
に

内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　

著
者
に
よ
っ
て
主
題
の
第
一
と
さ
れ
た

「
新
し
い
唯
物
論
」
は
、
第
3
章
「
新
し
い

唯
物
論
―
―
世
界
の
変
革
の
哲
学
」
に
お
け

る
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
か
ん
す
る
テ
ー

ゼ
」
の
検
討
で
集
中
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
や
青
年
ヘ
ー

ゲ
ル
派
へ
の
批
判
を
直
接
念
頭
し
な
が
ら

も
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
こ
で
行
っ
た
の
は
古
代

ギ
リ
シ
ア
か
ら
近
代
に
至
る
哲
学
と
の
批
判

的
対
決
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
存
在
論
、
認

識
論
、
実
践
論
、
宗
教
論
、
人
間
論
、
社
会

論
に
わ
た
る
哲
学
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
の

マ
ル
ク
ス
独
自
の
提
唱
が
あ
っ
た
。
著
者
は

そ
の
内
容
を
第
1
章
「
若
き
マ
ル
ク
ス
の
哲

学
研
究
」、
第
2
章
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

と
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
検
討
の
上
に
展
開

し
、
新
し
い
唯
物
論
を
、
古
い
「
観
察
」
の

哲
学
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
受
容
す
る

哲
学
と
対
比
し
、
新
し
い
実
践
の
哲
学
お
よ
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び
「
将
来
社
会
」（
著
者
は
未
来
社
会
を
こ
う

呼
ぶ
）
に
向
か
う
変
革
の
哲
学
と
と
ら
え
て

い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
初
期
マ
ル
ク
ス
」
を
軽
視
せ

ず
、「
テ
ー
ゼ
」
そ
の
も
の
が
も
つ
価
値
を

そ
こ
に
い
た
る
マ
ル
ク
ス
の
具
体
的
な
研
究

の
到
達
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
の
方
法
は
、

「
初
期
」
か
ら
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

以
後
『
資
本
論
』
に
も
及
ぶ
よ
り
成
熟
し
た

マ
ル
ク
ス
に
通
底
す
る
問
題
意
識
や
思
想
を

明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
て

い
る
。

　

第
二
の
「
史
的
唯
物
論
」
に
つ
い
て
は
、

第
4
章
「
史
的
唯
物
論
の
確
立
」
で
、『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
が
マ
ル
ク
ス
よ
り

前
の
古
い
抽
象
的
な
人
間
一
般
の
哲
学
を
、

新
し
い
具
体
的
で
歴
史
的
な
哲
学
す
な
わ
ち

現
実
的
な
生
活
過
程
の
哲
学
に
飛
躍
さ
せ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
『
経
済
学
批

判
』
の
「
序
言
」
を
検
討
し
た
第
5
章
で
は
、

「
革
命
的
理
論
家
」
と
し
て
の
自
身
の
経
歴

を
明
示
し
な
が
ら
、
人
間
社
会
の
「
構
造
と

生
活
過
程
を
唯
物
論
的
に
把
握
」
し
、
そ
の

変
革
と
変
革
に
必
要
な
物
質
的
条
件
す
な
わ

ち
「
将
来
社
会
」
を
担
い
う
る
新
し
い
階
級

の
形
成
を
こ
こ
で
「
定
式
」
化
し
た
と
す
る
。

　

く
わ
え
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
の

「
テ
ー
ゼ
」
に
も
登
場
し
、
右
の
「
定
式
」
で

は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
も
っ
て
そ
の
「
前
史

は
終
わ
る
」
と
さ
れ
た”die m

enschl ・iche 
Gesellschaft”

の
意
味
を
、
第
6
章
「『
人

間
的
社
会
』
と
は
何
か
」
で
本
格
的
に
究
明

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
人
間
社

会
」
や
「
人
類
社
会
」
と
訳
し
、
資
本
主
義

以
前
を
人
間
社
会
の
「
前
史
」、
共
産
主
義

以
後
を
そ
の
「
本
史
」
と
と
ら
え
た
河
上
肇

以
来
の
通
説
的
解
釈
の
無
理
を
指
摘
し
た
上

で
、
著
者
は
こ
れ
を
資
本
主
義
の
次
に
来
る

「
人
間
的
社
会
」
と
訳
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
疎
外
や
物
件
化
や
物
神
崇
拝
を
克
服
し
て
、

人
間
が
真
に
主
体
と
な
る
社
会
」
な
ど
、
マ

ル
ク
ス
が
探
究
し
た
「
将
来
社
会
」
の
内
容

を
よ
り
正
確
に
、
よ
り
豊
か
に
捉
え
る
こ
と

を
提
唱
す
る
。
こ
れ
も
き
わ
め
て
重
要
な
提

起
で
あ
る
。

　

第
三
の
『
資
本
論
』
に
活
か
さ
れ
た
唯
物

論
的
弁
証
法
に
つ
い
て
は
、
第
7
章
「『
資

本
論
』
に
お
け
る
唯
物
論
と
弁
証
法
」
で
、

商
品
分
析
で
の
量
・
質
・
尺
度
・
本
質
・
現

象
・
実
体
・
反
省
や
、
資
本
を
価
値
増
殖
過

程
の
主
体
と
と
ら
え
る
点
な
ど
に
、
ヘ
ー
ゲ

ル
弁
証
法
の
研
究
成
果
が
活
か
さ
れ
て
い
る

と
す
る
一
方
、
意
識
の
唯
物
論
的
な
解
明
が

『
資
本
論
』
の
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
と

し
て
、
科
学
的
認
識
と
し
て
の
反
映
、
社
会

的
存
在
に
よ
る
規
定
と
反
映
、
物
神
崇
拝
と

し
て
の
反
映
を
検
討
す
る
。
物
神
崇
拝
に
お

け
る
現
実
の
「
取
り
違
え
」
の
根
拠
と
し
て
、

労
働
生
産
物
が
商
品
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ

る
「
物
件
の
人
格
化
と
人
格
の
物
件
化
」
を

重
視
す
る
点
は
、
人
間
を
物
件
へ
の
依
存
か

ら
解
放
す
る
「
人
間
的
社
会
」
の
歴
史
的
意

義
の
究
明
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

第
8
章
「
弁
証
法
と
矛
盾
」
は
、
マ
ル
ク

ス
の
弁
証
法
に
と
っ
て
矛
盾
は
「
核
心
的
な

概
念
」
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
商
品
交
換

に
お
け
る
矛
盾
と
貨
幣
の
生
成
、
資
本
の
一

般
的
定
式
の
矛
盾
と
労
働
の
搾
取
か
ら
資
本

主
義
的
蓄
積
の
歴
史
的
傾
向
ま
で
、『
資
本

論
』
が
分
析
し
た
様
々
な
矛
盾
の
「
具
体
的

な
姿
」
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
こ
に
現
れ

る
弁
証
法
的
矛
盾
の
本
質
を
「
①
実
在
と
意

識
に
お
け
る
諸
契
機
の
相
互
前
提
と
相
互
排

除
の
中
で
、
②
当
の
実
在
や
意
識
の
自
己
否

定
が
起
こ
り
、
③
こ
れ
が
運
動
と
発
展
の
原

動
力
に
な
る
」
も
の
と
要
約
す
る
。
そ
し
て
、

か
つ
て
の
矛
盾
論
論
争
を
念
頭
し
て
、
弁
証

法
的
矛
盾
と
形
式
論
理
的
矛
盾
の
関
係
が
整

理
さ
れ
る
。

　

第
四
の
『
資
本
論
』
の
社
会
哲
学
に
つ
い

て
は
、
第
9
章
「
自
由
、
平
等
、
協
同
」
で
、

マ
ル
ク
ス
が
早
く
も
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
』
の
段
階
で
「
人
格
的
自
由
」
を
各
人

の
素
質
の
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
の
発
展
と
と
ら

え
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
も
の
と
し
て
社
会

的
「
協
同
」
の
前
進
お
よ
び
「
協
同
社
会
」

（A
ssoziation

）
の
実
現
を
求
め
る
と
い
う

視
角
を
後
年
ま
で
貫
い
て
い
っ
た
こ
と
、
ま

た
第
10
章
「
家
族
と
市
民
社
会
」
で
は
マ
ル

ク
ス
が
家
族
の
分
析
を
「
放
棄
」
す
る
ど
こ

ろ
か
、
逆
に
人
間
社
会
の
「
本
源
的
な
歴
史

的
関
係
の
四
つ
の
契
機
」
の
一
つ
と
し
て
重

視
し
、『
資
本
論
』
で
も
資
本
と
労
働
者
家

族
の
関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
て
い
る
こ
と

を
具
体
的
に
紹
介
す
る
。

　

つ
づ
く
第
11
章
「
物
神
崇
拝
、
物
件
化
、

疎
外
」
は
「
人
間
的
社
会
」
論
に
さ
ら
に
新

た
な
視
角
を
つ
け
く
わ
え
る
。
資
本
主
義
の

変
革
と
「
将
来
社
会
」
の
実
現
は
、「
人
間

を
何
か
ら
解
放
す
る
」
も
の
か
と
い
う
根
本

的
な
問
い
を
立
て
、
著
者
は
『
資
本
論
』
が
、

①
人
間
の
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
、
②
人
格

の
物
件
へ
の
依
存
・
従
属
か
ら
の
解
放
、
③

ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
か
わ
る
「
協
同
社
会
」

「
人
間
的
社
会
」
と
し
て
の
共
産
主
義
の
実

現
を
解
明
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
物
件
」（Sache

）
を
「
物
象
」
と
訳
す
こ

と
は
、
そ
れ
が
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る

「
物
件
」
論
の
批
判
的
継
承
で
あ
る
こ
と
を

と
ら
え
ら
れ
な
く
す
る
誤
り
だ
と
述
べ
、
他

方
で
、
階
級
闘
争
の
理
論
と
切
り
離
さ
れ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
マ
ル
ク
ス
の
人
間

解
放
思
想
に
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
な
く
な

る
と
も
指
摘
す
る
。
マ
ル
ク
ス
を
「
物
象
化

論
」
を
主
軸
と
し
て
読
む
試
み
へ
の
貴
重
な

問
題
提
起
で
あ
る
。

　

最
後
の
第
12
章
「
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾

と
将
来
社
会
」
で
は
、
資
本
主
義
の
矛
盾
を

重
層
的
に
把
握
し
た
上
で
、
個
人
の
自
由
な

発
達
を
「
根
本
原
理
」
と
す
る
「
将
来
社

会
」
の
特
質
、
労
働
者
階
級
が
そ
れ
を
獲
得

し
た
時
点
で
の
政
治
権
力
の
課
題
、
共
産
主

義
社
会
に
お
け
る
自
由
・
平
等
・
協
同
な
ど

を
総
括
的
に
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
ゆ

る
「
否
定
の
否
定
」
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
る

生
活
手
段
の
「
個
人
的
所
有
」
が
、
各
人
の
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人
間
的
発
達
の
保
障
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、

『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
で
の
共
産
主
義
の
二

段
階
論
は
そ
う
し
た
視
角
か
ら
人
間
的
発
達

の
物
的
条
件
を
め
ぐ
る
「
平
等
」
の
発
展
を

論
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た

重
要
な
問
題
提
起
で
あ
る
。

　

以
上
に
紹
介
し
た
諸
点
を
中
心
に
、
本
書

は
評
者
に
と
っ
て
大
変
多
く
の
知
的
刺
激
を

与
え
て
く
れ
る
一
冊
だ
っ
た
。
こ
と
は
マ
ル

ク
ス
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
変
革
に

挑
ま
ね
ば
な
ら
な
い
現
代
資
本
主
義
の
正
確

な
理
解
に
直
結
し
て
い
る
。
本
書
へ
の
補
足

も
含
む
と
い
う
直
近
の
同
著
『
マ
ル
ク
ス
と

個
人
の
尊
重
』（
本
の
泉
社
、
二
〇
一
九
年
）

と
あ
わ
せ
て
、
多
く
の
研
究
者
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
（
い
し
か
わ 

や
す
ひ
ろ
・
神
戸
女
学
院
大

学
・
経
済
学
）


